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八
重
山
古
典
民
謡

を
習
い
始
め
て
、

一
年
半
が
経
過
し

た
。
数
百
年
と
い

う
歴
史
あ
る
世
界

で
あ
る
が
、
稽
古

は
石
垣
島
の
師
匠

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
楽
譜
は
電

子
化
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
見
る

な
ど
、
技
能
習
得
に
は
現
代
技

術
を
活
用
し
て
い
る
▼
「
不
易

流
行
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

便
利
な
新
し
い
技
術
を
取
り
入

れ
つ
つ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
が

生
ま
れ
た
地
域
の
慣
習
や
そ
の

時
代
背
景
、
言
葉
や
節
回
し
に

込
め
ら
れ
た
想
い
な
ど
、
本
質

的
な
も
の
は
し
っ
か
り
と
受
け

継
が
な
け
れ
ば
な
ら
い
と
思
う

▼
組
合
活
動
に
お
い
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
会
議
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
情
報
発
信
が
当
た
り
前
の
時

代
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
組
合

員
の
職
場
や
生
活
実
態
の
声
を

集
め
、
経
営
者
に
要
求
し
、
交

渉
す
る
と
い
う
、
労
働
組
合
の

本
質
は
変
わ
ら
な
い
し
、
変
え

て
は
い
け
な
い
▼
い
よ
い
よ
賃

金
確
定
と
い
う
大
き
な
ヤ
マ
場

を
迎
え
る
。
人
勧
で
も
様
々
課

題
が
出
て
き
た
。
労
働
組
合
の

「
不
易
」
を
意
識
し
て
取
り
組

ん
で
い
こ
う
。
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発 

行

【
給
与
勧
告
制
度
の
問
題
点
】

　

憲
法
に
保
障
さ
れ
た
労
働
三

権
制
約
の
代
償
措
置
と
し
て
人

事
院
・
人
事
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
給
与
勧
告
は
あ

く
ま
で
勧
告
で
あ
り
、
迅
速
な

実
施
に
欠
け
る
こ
と
や
、
政
治

の
力
に
左
右
さ
れ
第
三
者
機
関

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

な
い
こ
と
が
、
問
題
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
人
事
院
勧
告

で
は
、
人
材
確
保
の
観
点
か
ら

初
任
給
の
大
幅
な
引
き
上
げ
が

あ
っ
た
も
の
の
、
若
年
層
と
中

高
年
層
の
改
定
率
に
極
め
て
大

き
な
格
差
が
生
じ
、
給
与
の
フ

ラ
ッ
ト
化
が
進
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
労
使
交

渉
で
改
善
を
求
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
人
事
院
勧
告
は
労

働
組
合
の
参
加
、
関
与
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な

問
題
と
言
え
ま
す
。

【
総
務
省
検
討
会
の
見
解
】

　

総
務
省
が
設
置
し
た
検
討
会

は
、
地
方
公
務
員
の
採
用
試
験

受
験
者
の
減
少
と
若
年
離
職
者

すぐに賃金確定に向けて取り組み始めよう

シリーズ﹁尾西が斬る﹂
7 2024人勧をどう考える

の
増
加
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
公

表
し
、
地
方
公
務
員
の
対
応
に

つ
い
て
、
❶
新
卒
初
任
給
・
若

年
層
の
俸
給
月
額
の
大
幅
引
き

上
げ
、
❷
係
長
級
～
本
府
省
課

長
補
佐
級
の
俸
給
月
額
の
最
低

水
準
の
引
き
上
げ
、
❸
８
～
10

級
の
職
責
重
視
の
俸
給
体
系
へ

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
国
と

地
方
で
給
料
表
の
構
造
や
級
の

設
定
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
独

自
の
判
断
の
余
地
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
い
ま
す
。

　

❹
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、

国
通
り
を
基
本
と
す
る
見
直
し

が
適
当
と
し
な
が
ら
も
地
域
の

実
態
を
踏
ま
え
、
自
治
体
が
独

自
に
支
給
割
合
を
設
定
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場

合
、
地
域
民
間
賃
金
の
反
映
と

住
民
に
対
す
る
情
報
公
開
、
説

明
責
任
の
徹
底
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
い
ま
す
。

　

❺
扶
養
手
当
に
つ
い
て
は
国

通
り
が
適
当
、
❻
そ
の
他
の
諸

手
当
は
国
の
措
置
内
容
を
踏
ま

え
、
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
総
務
省
の
考
え
に
誘

導
さ
れ
な
い
よ
う
、
確
定
期
に

向
け
労
使
交
渉
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
確
定
闘
争
に
む
け
て
】

　

県
本
部
は
確
定
闘
争
に
向

け
、①
給
与
の
引
き
上
げ
改
定
、

②
「
社
会
と
公
務
の
変
化
に
応

じ
た
給
与
制
度
の
整
備
」
へ
の

対
応
、
③
運
用
改
善
に
む
け
た

１
単
組
・
１
要
求
、
④
中
途
採

用
者
・
会
計
年
度
任
用
職
員
の

賃
金
改
善
を
重
点
課
題
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

５歳当時

２日　県本部単組代表者会議（WEB）
４～５日　しまね自治研（松江市・くにびきメッセ）
11日　青年女性現業・公企闘争交流集会（県本部）
11日　現業・公企統一闘争総決起集会

（神戸市教育会館）
12日　県本部第75回定期大会（神戸国際展示場）

当面の日程

大谷 LAD

松本 真紀子

申入書を手交する山下委員長

県人事委員会申し入れ

　

兵
庫
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

は
、
人
事
院
勧
告
と
と
も
に
県

内
自
治
体
の
賃
金
決
定
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

本
部
は
県
職
労
と
と
も
に
年
２

回
の
申
し
入
れ
行
動
を
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
回
は
８
月
８
日
に
出
さ
れ

た
人
事
院
勧
告
を
受
け
、
９
月

５
日
に
県
人
事
委
員
会
に
申
し

入
れ
を
行
っ
た
。

　

申
し
入
れ
で
は
山
下
忠
之
委

員
長
の
申
入
書
手
交
、
あ
い
さ

つ
の
後
、
戎
剛
副
委
員
長
が
地

域
手
当
や
通
勤
手
当
、
再
任
用

職
員
や
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
な
ど
、
申
し
入
れ
事

項
の
概
要
を
説
明
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
人
事
委
員
会

大
久
保
委
員
長
か
ら
「
現
在
、

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
、
県
内

の
公
民
格
差
に
つ
い
て
精
査
中

で
あ
る
。
本
日
い
た
だ
い
た
職

員
団
体
か
ら
の
切
実
な
声
も
踏

ま
え
、
勧
告
に
向
け
て
検
討
を

進
め
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

２
０
２
４
年
11
月
の
衆
議
院

解
散
総
選
挙
の
可
能
性
が
取
り

沙
汰
さ
れ
て
お
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
２
０
２
４
年
11
月
14

日
の
ヤ
マ
場
ま
で
に
、
国
家
公

務
員
の
給
与
法
の
取
り
扱
い
が

閣
議
決
定
さ
れ
な
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

　

私
た
ち
地
方
公
務
員
の
賃
金

は
、
労
使
交
渉
に
よ
っ
て
自
主

的
に
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
毎
年
出
さ
れ
る
総
務
副
大

臣
通
知
で
は
「
国
に
先
行
し
て

行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
」
と
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
「
技
術
的
助
言
」
で
あ
り
、

法
的
な
根
拠
は
な
い
。
各
単
組

に
お
い
て
は
、
国
の
給
与
法
改

正
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
２
０
２
４
確
定
闘
争
を

推
進
し
て
い
く
。

　

具
体
的
に
は
、
２
０
２
４
年

11
月
14
日
の
ヤ
マ
場
で
の
妥
結

と
、
賃
金
・
一
時
金
の
改
定
は

４
月
遡
及
し
、
差
額
に
つ
い
て

は
年
内
に
支
給
す
る
こ
と
を
労

　

神
戸
市
人
事
委
員
会
は
９
月

9
日
、
職
員
の
月
例
給
に
関
し

て
は
１
万
１
０
１
５
円
（
２
・

72
％
）
下
回
っ
て
お
り
「
若
年

層
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
給
料

表
全
体
の
引
き
上
げ
改
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
し
、
一
時

金
に
つ
い
て
は
０
・
1
月
引
き

上
げ
年
間
４
・
60
月
と
す
る
よ

う
勧
告
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
人
勧
で
出
さ
れ
た
地

域
手
当
や
扶
養
手
当
の
見
直
し

等
に
つ
い
て
は「
人
事
院
勧
告
・

報
告
の
内
容
を
踏
ま
え
、
地
方

公
務
員
の
給
与
に
お
け
る
対
応

の
基
本
的
方
向
性
の
整
理
が
な

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
上

を
踏
ま
え
、
最
重
要
課
題
の
一

つ
で
あ
る
人
材
確
保
の
観
点
か

ら
、
人
事
給
与
制
度
の
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
本
市
の
実

態
な
ど
を
鑑
み
、
対
応
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
今

後
の
交
渉
課
題
と
な
っ
た
。

神
戸
市
人
事
委
員
会
勧
告

月
例
給
・一
時
金
と
も
引
き
上
げ

使
で
確
認
す
る
。

　

ま
た
、
地
域
手
当
に
つ
い
て

は
、
特
別
交
付
税
の
削
減
措
置

の
廃
止
を
踏
ま
え
、
人
勧
に
よ

る
引
き
上
げ
、
引
き
下
げ
に
と

ら
わ
れ
な
い
取
り
組
み
の
強
化

が
必
要
と
な
る
。

人勧の取り組みポイント

確定に向け取り組み強化
11月の統一交渉に全力をあげる

確定期の取り組み日程
10／２（水）　単組代表者会議
10／７～18　全単組オルグ
10／12（土）　県本部定期大会
11／６（水）　確定闘争県本部決起
　　　　　　集会
11／８（金）　確定第１波行動日
11／15（金）　確定第２波行動日

申
入
書
の
趣
旨
を
踏
ま
え
検
討
す
る

地
域
の
実
態
を
反
映
し
た
勧
告
を人

事
委
員
会 県本部
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総会後に岸まきこ応援動画を撮影
　

臨
職
評
は
９
月
14
日
、
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
30
回
総
会

を
開
き
、
当
面
す
る
確
定
闘
争

で
処
遇
改
善
を
は
か
る
こ
と
を

意
思
統
一
し
た
。

　

22
単
組
47
人
が
参
加
。
開
会

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
北
林
江
利

子
議
長
は
、
夏
期
一
時
金
で
勤

勉
手
当
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
に

触
れ
「
嬉
し
か
っ
た
」
と
述
べ
、

「
24
確
定
闘
争
も
人
勧
に
基
づ

く
賃
上
げ
、
４
月
遡
及
を
実
現

し
よ
う
」
と
力
を
込
め
た
。

　

方
針
で
は
、
山
本
三
千
子
事

務
局
長
が
24
確
定
闘
争
の
課
題

と
し
て
、①
勤
勉
手
当
支
給
に
伴

う
評
価
制
度
に
組
合
と
し
て
関

与
し
て
い
く
こ
と
、
②
昨
年
15

自
治
体
が
４
月
遡
及
を
実
施
し

な
か
っ
た
が
、全
自
治
体
で
実
現

す
る
こ
と
、
③
総
務
省
通
知
を

受
け
、
任
用
上
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
、
④
地
域
手
当
引
き
上
げ

を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
提
起
し

た
。
方
針
に
続
き
、役
員
改
選
、

総
会
宣
言
も
参
加
者
の
拍
手
で

承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
後
は
県
本
部
の
戎
剛
副

委
員
長
か
ら
「
２
０
２
４
人
事

院
勧
告
と
総
務
省
通
知
」
に
つ

い
て
講
演
を
受
け
た
。
戎
副
委

員
長
は
「
人
勧
は
労
働
基
本
権

制
約
の
代
償
措
置
で
あ
る
」
と

強
調
し
「
な
ら
ば
最
低
で
も
人

勧
を
守
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
昨
年
の
遡
及
未
実
施
を

批
判
し
た
。
官
民
較
差
、地
域
手

当
の
内
容
に
言
及
し
た
後
「
自

身
の
単
組
が
行
政
職
俸
給
表
を

ど
う
運
用
し
て
い
る
の
か
理
解

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
述
べ
た
。

　

終
了
後
は
、
参
加
者
全
員
で

岸
ま
き
こ
さ
ん
へ
の
応
援
動
画

を
撮
影
し
た
。

　

県
本
部
は
平
和
人
権
環
境
委

員
会
が
主
催
し
た
人
権
研
修
会

を
執
行
委
員
・
専
従
役
職
員
等

を
対
象
と
し
て
９
月
18
日
に
神

戸
市
内
で
開
催
し
た
。

　

日
本
で
働
く
外
国
人
技
能
実

習
生
の
実
態
と
問
題
点
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
外
国
人

労
働
者
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た

旗
手
明
さ
ん
（
公
益
社
団
法
人 

自
由
人
権
協
会
理
事
）
を
招

き
「
技
能
実
習
か
ら
育
成
就
労

へ
～
人
権
問
題
は
解
決
す
る
の

か
？
～
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
講

演
を
受
け
た
。

　

講
演
で
は
日
本
の
労
働
人
口

不
足
の
深
刻
化
に
よ
り
外
国
人

労
働
需
要
が
増
大
し
て
お
り
、

特
に
農
業
・
介
護
・
建
設
分
野

で
は
、
今
後
も
労
働
者
不
足
が

拡
大
し
続
け
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
現
在
、
外
国
人
労
働
者

の
受
け
入
れ
制
度
と
し
て
技
能

実
習
制
度
が
あ
る
が
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
問
題

点
と
し
て
、
技
能
実
習
生
が
母

国
の
送
り
出
し
機
関
へ
の
保
証

金
や
不
明
瞭
な
手
数
料
な
ど
多

額
の
債
務
を
背
負
っ
て
い
る
事

や
、
基
本
的
に
３
年
間
は
実
習

先
を
変
更
で
き
な
い
事
な
ど
が

人
権
侵
害
の
大
き
な
要
因
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

講
師
は
「
技
能
実
習
制
度
の

課
題
解
決
と
し
て
、
育
成
就
労

制
度
が
法
案
可
決
し
た
が
、
基

本
的
な
構
造
が
改
善
さ
れ
て
お

ら
ず
、
人
権
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
、新
制
度
で
も
難
し
い
」

と
の
見
解
を
示
し
「
外
国
人
労

働
者
の
定
住
を
排
除
し
な
い
政

策
と
移
民
を
受
け
入
れ
、
多
文

化
他
民
族
と
の
共
生
社
会
へ
の

転
換
が
必
要
」
と
指
摘
し
た
。 制度の問題点を指摘する旗手さん

人権学習会

人
権
侵
害
が
指
摘
さ
れ
る
外
国
人
技
能
実
習
制
度

多
文
化
共
生
こ
そ
労
働
人
口
不
足
の
解
決
に

臨職評総会

全
自
治
体
で
４
月
遡
及
を
め
ざ
す

任
用
上
限
撤
廃・地
域
手
当
の
反
映
も


